
消 防 総 第 １ ９ ８ 号 

平成２９年３月３０日 

各都道府県消防防災主管部長 殿 

消防庁総務課長 

 （公 印 省 略）  

消防の事務を処理する一部事務組合及び広域連合における個別施設毎の 

長寿命化計画の策定依頼等について（依頼） 

 公共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」という。）については、以前よ

り、消防の事務を処理する一部事務組合及び広域連合（以下「消防組合」という。）

においても、本年度末のできるだけ早い時期に策定するようお願いしているとこ

ろです。 

 平成 28年 10月１日時点で、総合管理計画を策定済み又は平成 28年度末までに

策定予定であるとした消防組合の数は全体の 48.9％と、普通地方公共団体の策定

状況に比して依然として低い水準です（別紙１）。未策定の団体におかれては、で

きるだけ早い時期における策定をお願いします。 

また、「インフラ長寿命化基本計画」（平成 25年 11月 29日インフラ老朽化対策

の推進に関する関係省庁連絡会議決定）において行動計画とされている総合管理

計画策定後は、速やかに個別施設毎の長寿命化計画（以下「個別施設計画」とい

う。）を策定することも求められています。貴都道府県におかれては、留意事項（別

紙２）を参照の上、管内消防組合に対して、個別施設計画を策定するよう、周知

及び助言をお願いします。 

 なお、本通知は消防組織法（昭和 22年法律第 226号）第 37条の規定に基づく

助言として発出するものであることを申し添えます。 

消防庁総務課企画係 

担当：野崎 

TEL 03-5253-7506 

E-mail t.nozaki@soumu.go.jp 
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（別紙２） 
 

消防組合における個別施設計画の策定にあたっての留意事項 

 
 消防組合において個別施設計画を策定する際には、以下に留意の上、各消防組合の状況に

応じて策定すること。 
 
１．記載事項例 

 

①対象施設 

総合管理計画で個別施設計画を策定することとした施設が対象 
②計画期間 

  ・定期点検サイクル等を踏まえて設定 
  ・点検結果等を踏まえ、適宜、更新するとともに、知見やノウハウの蓄積を進め、計画

期間の長期化を図り、中長期的なコストの見通しの精度を向上 
③対策の優先順位の考え方 

各施設の状態の他、果たしている役割や機能、利用状況等を踏まえ、対策の優先順位

の考え方を明確化 

④個別施設の状態等 

点検・診断によって得られた各施設の状態について、施設毎に整理 

⑤対策内容と実施時期 

   各施設の状態等を踏まえ、次期点検・診断や修繕・更新等の対策の内容と時期を明確化 

⑥対策費用 

計画期間内に要する対策費用の概算を整理 
 

※特に⑤及び⑥については、一覧表の作成等により「見える化」することが望ましい。 
（記載例：「印西地区消防組合施設等総合管理計画」を参考に消防庁総務課作成）

 

年 度 2017(H29) 2018 2019 2020 ･･･ 2036

集 約 化 ・ 複 合 化
移 転 ・ 改 築
耐 震 化 ●
長 寿 命 化
その他の大規模修繕等

費 用 ○○○,○○○

集 約 化 ・ 複 合 化
移 転 ・ 改 築 ●（移転新築）

耐 震 化
長 寿 命 化
その他の大規模修繕等

費 用 ○○○,○○○

集 約 化 ・ 複 合 化
移 転 ・ 改 築
耐 震 化
長 寿 命 化 ●（外壁工事）
その他の大規模修繕等

費 用 ○○○,○○○

※H28年度実施済

●●消防署

■■消防署

▲▲消防署
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２．策定主体 

U全ての消防組合 U。

※総合管理計画において上記１．の内容が記載されている団体については、既に個別

施設計画も策定済みとみなし、別途新規策定は不要。

３．策定時期 

「経済・財政再生アクション・プログラム 2016」（平成 28 年 12 月 21 日経済財政諮問

会議取りまとめ）（別紙３）において、U2020 年度末までに策定 Uすることとされているこ

とから、当該期日までのできるだけ早い時期に策定をお願いしたい。

４．その他 

策定状況については、今後もフォローアップを行う予定である。 

なお、公共建築物の維持管理を効率的に行うためのデータベースである BIMMS（保全マ

ネジメントシステム）（別紙４）について、以下のウェブサイト（国土交通省）に掲載さ

れているので、必要に応じて活用されたい。 

URL：http://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk3_000025.html



「経済・財政再生アクション・プログラム2016
 （工程表編）」（平成28年12月21日経済財政
    諮問会議取りまとめ）より抜粋

（別紙３）



個別施設計画の策定に資するBIMMS（ビームス）

○ 公共建築物（いわゆるハコモノ）の膨大な施設情報を効率的に管理するためのシステム
○ 都道府県・政令市・国土交通省が共同で開発・フォローアップ
○ これまでに蓄積された修繕・更新データ等から個別施設計画を容易に作成可能
○ エネルギーデータを「見える化」することにより多消費施設を抽出することが可能

活用例①：個別施設計画の作成 活用例②：エネルギーデータの「見える化」

用途、延べ面積、竣工年月日から容易に作成可能 施設の運用エネルギーを「見える化」により最適化

体育館

庁舎 学校

住宅

用途

将来の修繕・更新時期を把握し、
支出の平準化・効率化を実現

他団体・他施設との比較により
多消費施設を抽出して運用改善

グラフで経年変化を確認し、
漏水・故障等を早期に発見

・施設診断情報
・工事履歴情報
・維持管理費
・エネルギー消費量 等

［データベース］

①個別施設計画作成
ツール

②エネルギー消費量
グラフ化ツール

［ツール］

BIMMS

A県 B県 C市 D町

○平成17年度から本格
運用し、現在86の
地方公共団体で利用中

○低廉な費用で利用可能
（50棟あたり年間約8万円程度）
○（一財）建築保全
センターが管理・運営

データ蓄積

活用

建物基本情報 入力・出力画面

BIMMSの概要
公共建築物の施設情報を共通のデータベースに蓄積

建物用途を選択

（別紙４）
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